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術アアシシ宮 美術展ニアシ宮城 展展展展第23回

　仕事を退職し「家にこもってい
るよりは」と自己流で水彩画を始
めて約5年になります。各地の公
募展に出品するうちに多くの友人
ができ、今回モチーフにした龍舞
崎にも絵の仲間3人と出掛けまし
た。ちょうど台風が近づいているときで、荒れた海の空
気感を表現しようと苦心しました。波のうねりやしぶき
は紙の白色をそのまま生かしています。

大崎市　大沼四郎さん（68）

時化る龍舞崎（気仙沼市）洋
画

　舞台は気仙沼市の海。冷え込
んだ朝方の海面に見られる「けあ
らし」を描きました。漁船の上に
たたずむのは、同年代と思われる
ベテラン漁師。厳しい寒さの中で
もくもくと作業する姿に、「震災に
負けないぞ」という気構えや人間の底力を感じ、筆を走
らせました。夜が明けきらないうちの、黒っぽい海の
色を表現するのが難しかったです。

仙台市太白区　相原幹男さん（77）
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仙台市宮城野区

鈴木健次郎さん（89）
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仙台市太白区

黒田文子さん（80）
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